












































《専門基礎分野 人体の構造と機能および心身の発達》

《一般教育目標(GIO)》 《テキスト》

《参考図書》

《目標行動(SBO)》

《学生の留意点》

《成績評価の方法》

《実務経験のある教員による科目》

《授業計画》

14
発達の遅れ（2） 発達検査の用い方、役立て方

15
ま と め

12
老 年 期 エイジズム　老年期の発達変化　認知症

13
発達の遅れ（1） 発達障害とは

10
成 人 期 成人期における発達　職業の選択　結婚と子育て

11
成人期（中年期） 中年期危機　次世代を育てる

8
児童期（思春期） 身体の成長と心の成長（青年期への移行）　恋愛の発達

9
青 年 期 アイデンティティ（自我同一性）とモラトリアムの理解

6
児　童 期（1） 認知発達段階の把握　学習・記憶の発達

7
児　童 期（2） ギャング・エイジの理解 道徳的判断の発達

4
新 生 児 期 出生後からの発達（愛着を中心に）　子どもの言語発達

5
乳 幼 児 期 幼児期における心理的発達 愛着について

2
発達理論 さまざまな発達理論（ピアジェ・エリクソンなど）

3
胎　児　期 胎児の発達　子どもの行動発達

回 テーマ 学習内容

1
ガイダンス 生涯発達という考え方　発達段階と発達課題

対象者の発達過程を考慮しながら対応できるようになるため
に，人の生得的な能力を知り，また代表的な各領域の発達段階
における特徴を学ぶ
（※「各領域」とは，運動機能，認知機能，心理・社会性機能
等を示す）

特に指定しない

授業の中でその都度紹介します

1． 人の発達段階の特徴について各領域に分け説明できる
2． 発達障害について説明できる
3．各ライフステージにおける発達の特徴について説明できる

テキストは用いません．基本的に毎回プリントを配布いたしま
す．
講義のほか，授業内で数回の心理検査を実施する予定です．

期末筆記試験80%，レポート20％．

当該分野における実務経験を,医療倫理・生命倫理という観点
から授業内容に活かした科目としている.

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

科目名 　人間発達学

担当者氏名 　山中  陽子

授業方法 講義 単位・回 2単位・15回 開講年次・開講期 1年・後期
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《専門分野 臨床実習》

○

○

○

○

○

《一般教育目標(GIO)》 《テキスト》

《参考図書》

《目標行動(SBO)》

《学生の留意点》

《成績評価の方法》

《実務経験のある教員による科目》

《授業計画》

14

15

12

13

10

11

8

9

6

7

4
・教育評価はOSCEを実習前に実施し，実習の成果を実習後，評価する．

5

2
・実習指導者に帯同し，業務の周辺より参加させて頂く．

3
・対象者への侵襲程度が低いレベルから，徐々に，情報収集，検査測定，臨床推論，治
療プログラム立案の一連の評価過程を実習する．

回 テーマ 学習内容

1
・昼間部：2年次　1～2月の3週間 （45h*3)
・診療参加型臨床実習教育．

診療参加型実習の中で多くの診療場面を見学，協同参加，実施
しながら，理学療法プロセス（臨床思考過程）を包括的に学び
ます.
また，理学療法士および医療専門職として適切な態度や行動を
引き続き養うことを目的としています.

また，理学療法士および医療専門職として適切な態度や行動を
引き続き養うことを目的としています.

1.基本的な評価手技が実施できる.2.検査結果の解釈を述べる
ことができる.3.基本動作の介助が行える.4.対象者に合った問
題点抽出・目標設定・治療ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ立案を行える.5.対象者に対
しｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝを実施できる.6.対象者や臨床実習指導者・ｽﾀｯﾌに
対して適切な人間関係を構築することができる.7.感染予防,
医療安全,個人情報保護を実施できる.

最終的な単位認定は,臨床実習指導者による臨床評価と実習後
セミナー,臨床実習ポートフォリオの内容を総合的に勘案して
学院が決定します.評定は「合」・「否」の２段階で行います. 当該分野における理学療法士としての実務の経験を生かした科

目としている．

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

DP1-となるために本科目では患者の思いに沿った提案ができる．

DP2-に育つために評価を体験できる．

DP2-に育つために専門職としてビジネスマナーを身につける．

DP3-に育つために実習施設の役割について説明できる．

DP4-に育つためにあるべき専門職の姿を考察する．

科目名 　臨床実習Ⅱ

担当者氏名 　山本　千夏、山形　哲行

授業方法 実習 単位・回 3単位・0回 開講年次・開講期 2年・後期
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《専門分野 臨床実習》

○

○

○

○

○

《一般教育目標(GIO)》 《テキスト》

《参考図書》

《目標行動(SBO)》

《学生の留意点》

《成績評価の方法》

《実務経験のある教員による科目》

《授業計画》

14

15

12

13

10

11

8

9

6

7

4
・教育評価はOSCEを実習前に実施し，実習の成果を実習後，評価する．

5

2
・実習指導者に帯同し，業務の周辺より参加させて頂く．

3
・対象者への侵襲程度が低いレベルから，徐々に，情報収集，検査測定，臨床推論，治
療プログラム立案の一連の評価過程を実習する．

回 テーマ 学習内容

1
・昼間部：３年次　８～10月の７週間 （45h*7)
・診療参加型臨床実習教育．

臨床実習Ⅲは，これまでに学内教育および臨床見学実習，臨床
実習Ⅰ・Ⅱを通して学んだ各理学療法の理論と実践を最終的に
統合し，学習する機会となる.診療参加型臨床実習の中で多く
の診療場面を見学，協同参加，実施しながら，理学療法プロセ
ス（臨床思考過程），治療の実施，治療効果判定等を包括的に
学ぶ.特に経験症例のまとめでは理学療法プロセスを中心にま
とめをおこなう.

1.検査結果の解釈を具体的に述べることができる.2.基本動作
の介助が行える.3.対象者に合った問題点抽出・目標設定・ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑ立案を行える.4.治療ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実施/変更できる.5.対象者
に対し検査測定や治療に関するｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝを実施できる.6.対象
者や臨床実習指導者・ｽﾀｯﾌに対して適切な人間関係を構築する
ことができる.7.基本的医療ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを実践できる.

最終的な単位認定は,臨床実習指導者による臨床評価と実習後
セミナー,臨床実習ポートフォリオの内容を総合的に勘案して
学院が決定します.評定は「合」・「否」の２段階で行います. 当該分野における理学療法士としての実務の経験を生かした科

目としている．

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

DP1-となるために本科目では患者の思いに沿った提案ができる．

DP2-に育つために評価を体験できる．

DP2-に育つために専門職としてビジネスマナーを実践する．

DP3-に育つために実習施設の役割について説明できる．

DP4-に育つためにあるべき専門職の姿を考察できる．

科目名 　臨床実習Ⅲ-A

担当者氏名 　沼尾　拓、福田　崇

授業方法 実習 単位・回 7単位・0回 開講年次・開講期 3年・後期
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《専門分野 臨床実習》

○

○

○

○

○

《一般教育目標(GIO)》 《テキスト》

《参考図書》

《目標行動(SBO)》

《学生の留意点》

《成績評価の方法》

《実務経験のある教員による科目》

《授業計画》

14

15

12

13

10

11

8

9

6
・教育評価はOSCEを実習前に実施し，実習の成果を実習後，評価する．

7

4
・実習指導者に帯同し，業務の周辺より参加させて頂く．

5
・対象者への侵襲程度が低いレベルから，徐々に，情報収集，検査測定，臨床推論，治
療プログラム立案の一連の評価過程を実習する．

2

3
・昼間部：３年次　10～12月の７週間 （45h*7)
・診療参加型臨床実習教育．

回 テーマ 学習内容

1

臨床実習Ⅲは，これまでに学内教育および臨床見学実習，臨床
実習Ⅰ・Ⅱを通して学んだ各理学療法の理論と実践を最終的に
統合し，学習する機会となる.診療参加型臨床実習の中で多く
の診療場面を見学，協同参加，実施しながら，理学療法プロセ
ス（臨床思考過程），治療の実施，治療効果判定等を包括的に
学ぶ.特に経験症例のまとめでは治療プログラムの実施を中心
にまとめをおこなう.

1.検査結果の解釈を具体的に述べることができる.2.基本動作
の介助が行える.3.対象者に合った問題点抽出・目標設定・ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑ立案を行える.4.治療ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実施/変更できる.5.対象者
に対し検査測定や治療に関するｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝを実施できる｡6.対象
者や臨床実習指導者・ｽﾀｯﾌに対して適切な人間関係を構築する
ことができる.7.基本的医療ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを実践できる.

最終的な単位認定は,臨床実習指導者による臨床評価と実習後
セミナー,臨床実習ポートフォリオの内容を総合的に勘案して
学院が決定します.評定は「合」・「否」の２段階で行います. 当該分野における理学療法士としての実務の経験を生かした科

目としている．

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

DP1-となるために本科目では患者の思いに沿った提案ができる．

DP2-に育つために評価を体験できる．

DP2-に育つために専門職としてビジネスマナーを実践する．

DP3-に育つために実習施設の役割について説明できる．

DP4-に育つためにあるべき専門職の姿を考察できる．

科目名 　臨床実習Ⅲ-B

担当者氏名 　沼尾　拓、福田　崇

授業方法 実習 単位・回 7単位・0回 開講年次・開講期 3年・後期
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